
 

 

 

 

 

 

 

 

上欠団地自治会は、約３４年前（昭和

５４年７月）に住宅供給公社から住宅の

引渡しがあり、２０棟余で地域が発生し、

以後だんだんと新住宅が増加し、現在の

上欠団地自治会は、平成５年９月１３日

付けで宇都宮市の地縁団体に認可されて

おります。 

平成２５年１月現在３６班の構成であ

り、その中で年齢７５歳以上の高齢者９

４名、子ども会（育成会）加入児童数２

６名で典型的な少子高齢化の地区で、自

治会の皆様が地域活動にそれぞれ関わり

を持ち、絆を強めてお互いに支え合い人

情という温かみを深め、三軒両隣のつな

がりを強める各種催しを積極的に開催し、

安全で安心なまちづくりを目指しており

ます。 

主な活動内容について 

（１）なごみ会 

 平成１９年度川俣康次郎会長の時、自

治会員から「自治会員の活動の場を自治

会の中に何か創れないか」との希望意見

があり、検討の結果、老人会にしてしま

うと年齢が限られてしまうので、自治会

の民生委員・福祉協力員の協力を得て、

年齢に関係なく毎月集会所で開催するこ

とが決定し、皆でお茶を飲んだり、手先

を動かし小物を作ったり、アクリル毛糸

たわし作成、折り紙作成やクリスマス食

事会を行いました。 

 平成２３年度は１２回開催し、延べ２ 

 

 

 

 

 

 

 

０４名が参加、平成２４年度も１２回開

催し、延べ３２７名の参加があり、今後

も自治会員の仲間づくりを通して生きが

いづくりと健康づくりを目的に、このな

ごみ会は継続実施して絆づくりを推進し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）健康づくり教室 

 この健康づくり教室は、上欠団地自治

会の現状を見ると年齢７５歳以上の高齢

者９４名、子ども会（育成会）加入児童

数２６名の典型的な少子高齢化の地域で

あり、高齢者の健康保持の必要性を痛感

したため、自治会長から地区民生委員（鈴

木肇子さん）に教室開催を要請し、毎月

姿川地区・上欠団地自治会 

「三軒両隣のつながりを強めるまちづくり」 

●加入世帯 ３５７世帯 ●加入率 ９８．９％ 

活動内容 



 

第４火曜日に集会所で開催し、健康体

操・ストレッチ等を実施しております。 

 平成２３年度は１０回開催し、延べ参

加者数１１３名で、平成２４年度は１２

回開催し、延べ参加者数１３５名であり、

この健康づくり教室の活動は、参加高齢

者の強い継続実施の要望があることから、

今後も地区民生委員の支援・協力に支え

られ、特に、高齢者の健康づくりを目的

に継続実施していきます。 

（３）上欠団地夕涼み会 

 この夕涼み会は、平成２２年から開催

している催しで、催しを通して自治会員

相互の絆（つながり）を深め、顔の見え

る催しとして自治会員の親睦・融和のた

めに開催しております。 

 平成２４年度は、８月２５日（土）午

後５時から上欠団地４号公園内で開催さ

れ、催しに参加の自治会員には、自治会

名入りうちわ・ポップコーン・カキ氷等

をプレゼントし、催し物として、水風船

釣り・ジャンケン大会・缶積みゲーム・

割り箸落としゲーム・大抽選会を実施し、

大人延べ１２２名・子ども延べ５６名が

参加し、楽しいひと時を過ごし、自治会

員の絆を深めることができました。 

（４）夏季ラジオ体操 

 上欠団地自治会では、自治会員が健康

で生活できることを念頭に諸対策を推進

しており、３年前から特に夏季期間の健

康保持を目的に、上欠団地４号公園内で

NHK ラジオ体操を毎朝実施しています。 

 平成２４年度の参加者数は、大人延べ

８８３名・子ども延べ６２名の計９４５

名で、平成２５年度の参加者数は、大人

延べ７４７名・子ども延べ４４名の計７

９１名であり、多くの自治会員が参加し、

夏季期間における健康づくりを推進する

ことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）防災訓練の実施 

 上欠団地自治会では、平成２４年度か

ら自治会役員・各班長・民生委員及び福

祉協力員を含めた自主防災体制を確立し、

自然災害は何時発生するか分からないこ

とから自治会役員会で検討を重ね、「有事

の際は、日ごろからの備えと発生の的確

な対応が最も重要」とし、９月３０日（日）

午前９時に、自治会長が避難訓練を発令

し、自治会防災訓練を実施しました。 



 

初めての訓練（避難実施）ではあった

が、上欠団地３５９世帯の内２８８世帯

（８０．８％）の自治会員が参加し、ス

ムーズに避難することが出来ました。 

 その後、西消防署員による身近なもの

を使ったケガの応急手当・ケガ人の搬送

要領・AED 取扱訓練等の指導を受けた

後、自治会員も応急手当の実技訓練を実

践するなどし、自治会員の防災意識の高

揚を図ることが出来ました。 

 平成２５年度も、宇都宮市西消防署・

姿川消防団と検討を加え、１０月２０日

（日）に、第２回上欠団地自治会防災訓

練を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上欠団地自治会は、約３４年前に栃木

県住宅供給公社の分譲住宅で出来た自治

会であり、各地区から応募した人の入居

住宅であることから、いろいろな考えの

人の集まる集落との特徴を捉え、自治会

活動には、未加入者に対しても、自治会

主催の各種会合や行事・地域イベントに

各班長がお誘いするなど、より多くの人

たちに積極的に参加していただくように

働きかけ、人と人の交流の機会をより多

く持つとともに、魅力ある自治会活動を

数多く展開することで、ひとりでも多く

の新規会員加入を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高い加入率を維持する秘訣


